
鉄道高架下空間の有効活用による地域活性化事例 

「AKI-OKA street」 

「AKI-OKA street」全体配置図 

 これまで限定的な利用にとどまっていた高架下を活用し、「地域活性化につながる新しい
街並みの創出」を目的にした再生。 
 地域に昔から根付いている産業を軸に新しい視点を持ち込み、日本のいいもの・美味しい
ものを取り込んで発展させていく開発。 
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「2k540 AKI-OKA  ARTISAN」全体開発図 

「2k540 AKI-OKA  ARTISAN」開発前後の風景 
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地域イベント「モノマチ」 
(2011～、全8回開催) 
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